
前回審議会におけるご意見への対応について

意見の概要 対応内容 該当部分

1
・生活習慣病予防、重症化予防の取り組みを実施してい
ることについて、評価に加えた方が良い。

・重症化予防事業についても評価し、次
期計画の体系案には「生活習慣病」のみ
でなく「重症化予防」を追加しました。

資料２・資料３
　基本目標Ⅰ－1

2

・がん検診について、利便性を上げること、簡便に受け
られることが受診率を向上させるための策だと思う。利
便性についての改善が課題や方向性になかったので、そ
こも考えてもらえれば。

3

・無関心層に働きかけていくことは難しい。健診・検診
に行かないといけないことは分かっていても、受診をし
ない人もいる。理由は「忙しいから」といった理由が最
も多いので、時間的・空間的な利便性を図る環境整備が
必要だと思う。

4
・ポリファーマシーは本人の健康にも医療費にも影響が
あるので、意識付けを入れてもらえればと思う。

5
・県全体や国全体での情報発信では響かないので、地元
の情報をどんどん発信することが必要。

6
・自殺に関して、青少年についてはまず相談してもらわ
ないといけない。悩んだらワンストップで相談できるよ
うな仕組みが必要ではないか。

7
・健診については、三田市独自の方法だけでなくとも、
同規模他市のやり方なども参考にして、その中で三田市
でもできることを実施してはどうか。

次期計画の素案の内容への反映を検討し
ます。

（１）第1回健康審議会(6月7日開催）　資料４に関する質疑

・次期計画の体系案のがん対策での具体
的な取り組み例に「受診環境の整備（利
便性の向上）」を記載しています。

資料３
「具体的な取り組み例」

資料４


